	令和3年度第１回浜松市博物館協議会　会議録


１　開催日時
令和3年8月26日（木）午後2時30分から午後4時まで
２　開催場所
浜松市博物館2階会議室

３　出席状況

（出席委員）　市川真吾委員　笹原恵委員　竹内誠人委員　田中裕二委員　廣瀬憲雄委員　
安池真美委員　渡部いづみ委員　
　　（事務局）　　鈴木一有文化財課長　小松弓美博物館長　久野正博専門監　内山陽一郎博物館
運営Ｇ長　鈴木京太郎博物館学芸Ｇ長
（欠席委員）　二本松康宏委員
４　傍聴者　　　２名（一般：０名、記者：２名）
５　議事内容　（１）令和２年度博物館事業報告について

　　　　　　　（２）令和３年度博物館事業予定について
　　　　　　　（３）史跡　蜆塚遺跡保存活用計画の策定について
　　　　　　　（４）浜松市博物館リニューアルについて

６　会議録作成者　博物館運営グループ　内山陽一郎
７　記録の方法　　発言者の要点記録（録音の有無：無）
８　配布資料　（１）次第

　　　　　　　（２）令和２年度博物館事業報告
　　　　　　　（３）令和３年度博物館事業計画
　　　　　　　（４）史跡　蜆塚遺跡保存活用計画の策定について
　　　　　　　（５）浜松市博物館リニューアルについて

９　会議記録　　次頁以降のとおり
１　開会
２　委嘱書交付

３　委員自己紹介

４　あいさつ（鈴木課長）

５　会長・職務代理者・署名人選任

事務局　　はじめに、浜松市博物館条例第20条第1項により会長の選任を行う。会長について、どなたか推薦していただける方はいるか。
安池委員　これから蜆塚遺跡と博物館の再整備を進めるにあたって、文化財に対する知識が豊富で、文化財保護審議会会長を2期4年務められた笹原委員にお願いしたいと思う。

事務局　　その他にご意見はあるか。
　　　　　

（異議なし）

事務局　　他に意見がないようなので、笹原委員に会長をお願いしたい。

　　   次に職務代理者であるが、浜松市博物館条例第20条第3項により会長が指名することに
なっている。笹原会長、どなたかご推薦いただけるか。
笹原会長  本日欠席であるが、日頃から地域の歴史・民俗を研究されている二本松委員にお願いしたいと思う。ご本人が欠席なので、事務局に一任して二本松委員に連絡してご承認をいただけるか確認するということでよろしいか。
　　　　　（異議なし）

事務局    笹原会長からご指名があったので、後日二本松委員に承認していただけるか確認する。
追って、結果は皆様にお知らせする。

６　議事

笹原会長  会議の成立要件であるが、8名中過半数の7名が出席している。浜松市博物館条例第21条第2項の開催要件を満たしていることを報告する。署名人は名簿順にお願いしたいと思うので、本日は市川委員にお願いしたい。次に、会議の公開について、今回は非公開にする案件がないので、本日の会議については、議事のすべてを公開することでよろしいか。
　　　　（異議なし）

（１）令和２年度博物館事業報告について

事務局
資料に基づき説明
笹原会長　事務局から説明のあった議題の「令和２年度博物館事業報告」について何かご意見、ご
質問等はあるか。
　　　　　
廣瀬委員　⑦の収蔵品台帳のデジタル化についてだが、資料の合計が16万点余で、年間1,000件の
ペースで進めていることでよろしいか？ 
事務局　　そのとおりである。博物館本館は含まない。博物館本館も年間1,000件のペースで進めている。
笹原会長　分館の件数が1,000件ということか？

事務局　　そのとおりである。

廣瀬委員　1,000件といわず、2,000件、3,000件と進めてほしい。

（２）令和３年度博物館事業計画について

事務局
資料に基づき説明
笹原会長　事務局から説明のあった議題の「令和３年度博物館事業計画」について何かご意見・
ご質問等はあるか。

（意見・質問なし）
（３）史跡　蜆塚遺跡保存活用計画の策定について

事務局
資料に基づき説明

笹原会長　事務局から説明のあった議題の「史跡　蜆塚遺跡保存活用計画の策定について」について何かご意見・ご質問等はあるか。

渡部委員  保存はイメージできるが、活用がイメージできない。「本質的な価値を分かりやすく伝える」
と「縄文時代の景観と暮らしが体感できる整備」について具体的に教えてほしい。

事務局　　活用の方向として、博物館の中で遺跡に関する展示・講座を行う。現地でガイドツアーや体験学習を行っていく。市民の方々がコンサートやイベントを行うことも活用の一つと考える。整備については、縄文時代の植物の調査・分析を行い、植生を再現する。60年前の調査は部分的な調査で終わっているため、今後、正確な貝塚の大きさや形を調査して計画に反映していく。

笹原会長　文化財保護法の改正や保存活用の動向について、田中委員からレクチャーをお願いしたい。

田中委員  最近の傾向として、保存から活用へシフトしている。観光で人を誘致して文化財を活用す
ることが国の流れになっている。活用に重点を置くことに対しては、文化財が疲弊すると
いう批判がある。文化財の現場では、活用へのシフトは少し待ってほしいという意見が出

ている。　
笹原会長  市民に文化財の価値が伝わっていないと、文化財保護のコストが社会的に理解されない。
　　　    文化財保護を進めていきながら、文化財の重要性について市民の合意を得る必要がある。残すためにこそ活用を考えていくことに知恵を働かす意義がある。

田中委員  活用という点で、収蔵品のデジタル化は文化財を移動したりすることなく実施ができる。それを進めるためには予算と人員の充実が必要と考える。

廣瀬委員  博物館のデジタル化については、例えばバーチャル歴史博物館を想定する。仮想空間で縄文時代の植生を復元するなどして、当時の人が植物をどのように使っていたか実際に見えるようになれば良いと思う。遺跡について、現在の知見で復元を行うのか、それとも再発掘したうえで復元を行うのか。　　　　　
事務局　　まず老朽化した建物を撤去する。現在までの調査で分かっている範囲で復元を行う。その後に、未調査部分について再発掘調査を行う。

市川委員  資料で博物館の来館者数の推移は分かるが、遺跡の利用者数は把握しているか？

事務局　　把握していない。

市川委員  再整備後には、子供たちにたくさん来てほしい。来場しやすい施設を目指すために、駐車場の整備等はどのように考えているか。
事務局　　公園の中では拡大できないので、現状維持という形になる。案内の整備は必要と考えてい
る。どういう利用がどれくらいあるのかというマーケティング的な観点も蜆塚遺跡保存活用計画に組み入れていく。

笹原会長  駐車場については、委員の皆様はどのように感じているか。　　　　　　　

渡部委員  初めて来る方にとっては、交差点を通過してから、入口はどこなのかという感じはする。
笹原会長  休日は結構車が駐車されている。活用されていると思うが、立地は現在地になるのか。

事務局　　集落の周囲では現在の場所が適切である。増設する場合は、立地について検討する必要がある。

渡部委員  駐車場が満車で入れない時はあるか。

事務局　　年に数日ある。イベントがあると来館者が増えて駐車場が満車になる。

竹内委員  浜松市へ転入した方について、小学生がいる家庭は知っているがそれ以外の人は存在を知らないと思う。市民へのＰＲがもっと必要。

安池委員  公園に遊びに来ているという方がほとんどで、縄文時代の遺跡ということを意識している方は少ないと思う。テーマ性をアピールすれば良いと思う。また博物館まで足を延ばす人は少ない。入口が開館しているのかどうか分かりにくい印象がある。
笹原会長  学生を連れてくる時に、博物館から蜆塚遺跡へ移動するが、場所を移動するので職員の解説なしで見学する形になってしまう。駐車場の所に博物館を移転することはできないか。
事務局　　移転は難しいが、駐車場の所にガイダンス機能を備えた施設の整備を検討する余地はある。委員の皆様が、蜆塚遺跡と博物館が分断されているイメージを持っていることを認識した。遺跡に博物館の展示案内がないので工夫は必要である。

（４）浜松市博物館リニューアルについて

事務局　　資料に基づき説明

笹原会長  博物館の耐震性や遺跡の災害対策はどうなっているか。
事務局　　耐震については、平成19年度に耐震調査を行っている。その時はすぐに倒壊することはないという診断であった。しかし、それから10年以上経過していて老朽化が進んでいる。どこを修繕するかは今後検討する。遺跡については、谷底なので豪雨の後は水浸しになりやすい。必要な点検を職員が行っている。遺跡については、蜆塚遺跡保存活用計画で災害対策を盛り込む。

渡部委員  博物館プロジェクトマネージャーについて、応募者に地元の方がいた中で兵庫県居住の
冨田さんを採用したということであるが、浜松市と距離がある中でどういう活動をされるのか？
事務局　　冨田さんは、本年６月まで大阪市立科学館の副館長を務めていた方で、公務員では思いつかないアイデアで様々な運営改革を行ってきた。入館者の属性を調査・分析して来館者増加につなげ、プラネタリウムでは学芸員の顔が見える解説を導入して、学芸員のモチベーションを上げたりする取組を行ったという実績がある。浜松市と距離があり、緊急事態宣言が発令されている状況で、博物館とのやりとりはWEBなどを利用し、後で活動記録を提出してもらう形でやっていく。1か月に1回程度浜松に来ていただくという形を想定していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大で状況が変わっている。

安池委員  蜆塚遺跡と博物館を一体の施設として整備してほしい。

事務局　　蜆塚遺跡と博物館が分断していると感じている市民が少なくない。博物館の展示の中で蜆塚遺跡の魅力を伝えられるように相乗効果を図りたい。
笹原会長  仙台市に縄文時代に関する施設があったと思うが。

事務局　　仙台市には地底の森ミュージアムがある。建物の中に屋外にあった遺跡を取り込んでいる。旧石器時代の森とキャンプサイトを見られる施設である。プロジェクションマッピングを使っていることもあり、仙台では人気の施設である。

廣瀬委員  資料では、第４収蔵庫を撤去するように書いてあるが、代替の場所が必要ではないか。リニューアル後の資料の受入も考えて計画を立てる必要があると思う。見通しはどうなのか。
事務局　　第４収蔵庫を撤去する場合は代替の収蔵場所が必要。現段階では規模や立地について議論が成熟していない。第４収蔵庫・別館の収蔵状況を確認して分館を含めて総合的に検討する。長期のスパンで計画する必要がある。
田中委員  美術館・博物館は収蔵庫を新設してもすぐ満杯になる。美術館等と共通の収蔵施設を造るようにしたらどうか。収蔵庫単独では予算がつきにくいので、公開施設を合わせて計画する工夫が必要である。また、現状の学芸員数が少ないのでは。今後蜆塚遺跡保存活用計画等と博物館リニューアルを進めるには、現状の人数では大変だと思う。
事務局    共通の収蔵庫は市として大きな課題である。４年前に引佐地区に地域遺産センターを整備して、美術館の収蔵施設と体験・展示施設を併設している。温湿度管理機能が備わっているので今後、共通収蔵庫としての機能を高めていけると考える。人材育成については、正規職員の学芸員が少ないので、文化財課全体で人事担当部署に増員を働きかけたい。そのためには蜆塚遺跡保存活用計画を確実に実行していくことで事業の見せ方を工夫する必要がある。再発掘は必要だが、そのためには体制整備が必要である。具体的には、職員育成プログラムの構築及び学芸員の新規採用が必要である。今年度ようやく考古学の学芸員の採用募集が認められた。今後、事業を魅力あるものにしていきたい。

竹内委員  博物館リニューアルの目的が老朽化を背景に再整備するということだが、不透明に感じる。蜆塚遺跡保存活用計画に紐づけして行うのか。
事務局　　一体化して行う。博物館には全国に誇るべき貴重な資料を有しているが、現状市民へ効果的に提示できていない。所蔵文化財のＰＲを根幹として新しい展示方法に対応して整備したい。

笹原会長  全時代的に網羅するのではなく、近世の展示は浜松城へ持っていき、博物館は縄文を中心にというテーマ的な色分けをして展示を行う方法はどうか。

事務局　　浜松市は範囲が広い。機能分化の戦略が必要。江戸時代は浜松城のあるエリアで、ものづくりは企業博物館と連携を取り、博物館では縄文時代を大きな柱として展示を行う。蜆塚遺跡の整備と博物館のリニューアルを一体化して進めていく。
市川委員  子供の入館料無料を継続してほしい。リニューアル中は、移動博物館を積極的に実施してもらうと子供が貴重な文化財に触れる機会が確保できる。

渡部委員  子供と来るには魅力的な施設である。一方、学生はあまり行かない施設である。利用層の調査をすると若い世代が少ないと思う。学生が博物館で実習等を行うと施設を知ってもらいたい気持ちが湧いてくる。実習を行った学生から同世代にＳＮＳで魅力を発信していくことができる。どういう層の利用が少ないか調査分析すると若い世代を取り込むことができるのではないか。

事務局　　属性を見ることはとても重要と考える。どんな人がどんな目的で誰と来ているかを把握して、再度来館してもらえる施策を打つ必要がある。学生の意見を聴く機会を設けて、それをリニューアルに反映していきたい。

笹原会長  インターン等を通じて若者の意見を取り入れていければ良いと思う。
＜閉会＞

笹原会長  以上をもって、第１回浜松市博物館協議会を終了する。
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